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賛助会員
募集!!
賛助会員
募集!!

千種区の木：ハナミズキ　　千種区の花：アジサイ

　各ページにSPコードを載せました。SPコードとは、このコードの中に文字情報を記録することができ、専用の
読取機で読み取ると本紙の内容を「音声で聞く」ことができます。これにより、高齢者や目の不自由な方にもこの
広報紙の情報をご提供できるようになります。(携帯電話で読み取るQRコードではありません｡）
　SPコードをご利用した方がいらっしゃいましたら、千種区社会福祉協議会(TEL.763-1531)までご連絡ください｡

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

SPコード

ご賛同いただいた賛助会費は下記の事業に使われています。

平成23年度 賛助会費

・株式会社 タキモ本店 様　・株式会社 平安 様
法人会員のご紹介（大口会員）　※3口以上

※賛助会費は年会費として毎年、集金させていただきます。（ただし、お申し出があれば会員登録を廃止します。）

法人･団体 （年間）1口 5,000円個人 （年間）1口 500円賛助会費

千種
区社会福祉協議会 

誰もが安心して
　　暮らせるまちづくり誰もが安心して
　　暮らせるまちづくり

いっしょに進めてみませんか？

・学区地域福祉推進協議会への助成
・目の不自由な方のための広報なごや
　点訳版録音テープ版の作成

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進
するにあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてそ
の経費にご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

千種区社会福祉協議会では、区民の皆様とともに地域福祉を推進
するにあたり、地域での福祉事業を支援するため、会員としてそ
の経費にご協力いただく賛助会員を広く募集いたします。

平成24年度

・ボランティア情報誌｢ティアラ｣の発行
・｢はなみずきのまちだより」の発行
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千種区社協 検索



収入 支出

平成24年度 予算のあらまし平成24年度 予算のあらまし
会費収入 7,021
寄付金収入 3
補助金収入 4,045
助成金収入 45,601
受託金収入 85,343
事業収入 1,763
貸付事業収入 200
共同募金配分金収入 11,160
介護保険収入 60,215
負担金収入 720
雑収入 572
借入金償還補助金収入 9,990
その他 2,425
前期繰越金 29,154
収入合計 258,212

（千円）

人件費支出 141,508
事務費支出 19,179
事業費支出 40,333
助成金支出 20,393
負担金支出 1,949
借入金償還支出 10,513
積立預金支出 17,002
その他 4,685
予備費 2,650
 
 
 
 

支出合計 258,212

（千円）

　平成２４年度も引き続き「つながる・ひろがる・かよいあう」をテーマに、誰もが安心して暮らせるまちづくりに取り組
んでまいります。また、都福祉会館と千種児童館の運営を名古屋市から受託しましたので、一層地域に根ざした事業
を展開してまいります。

千種区社会福祉協議会　平成24年度 事業計画のあらまし千種区社会福祉協議会　平成24年度 事業計画のあらまし

地域福祉活動計画の推進
第２次地域福祉活動計画の推進

ボランティア活動の推進
ボランティアセンターの運営（相談、登録、需給調整、
活動保険等）、ボランティア・ＮＰＯ応援助成事業の
実施 など

広報・啓発
広報紙「はなみずきのまちだより」の発行、
広報紙設置協力店の募集、ホームページの運営 など

地域福祉財源の確保
賛助会員の募集、赤い羽根共同募金運動への協力 など

地域の福祉ネットワークづくり・
住民による福祉活動の推進
地域福祉活動に関する総合相談、
地域福祉推進協議会・ふれあい給食サービス
事業への助成・活動支援、福祉見学ツアーの開催 など

高齢者・障がい者・低所得世帯等の援助
生活福祉資金の貸付（県社協協力事業）、
緊急小口資金貸付事業償還事務 など

高齢者の生きがいづくりと地域活動参加の促進
高齢者はつらつ長寿推進事業の実施 など

千種区在宅サービスセンターの運営
研修室、調理実習室の貸出 など

介護保険による在宅福祉サービスの実施
通所介護（デイサービス）事業の実施、
居宅・訪問介護（なごやかヘルプ）事業の実施

①

③

④

⑤

千種児童館の運営（新規）
中高生の居場所づくり事業の実施、留守家庭児童ク
ラブの実施、いこいの家事業の実施 など

⑪

②

赤い羽根共同募金配分金による
地域福祉活動への助成、支援
区内福祉団体における地域福祉活動への助成 など

⑥

⑦

⑧

⑨

都福祉会館の運営（新規）
わくわく通所事業の実施、回想法及び出前回想法の実施 など

⑩

⑫

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました!!

千種区西部いきいき支援センターへの運営協力⑬
実施主体である市社協に協力し、高齢者の相談等に対し、包括
的・継続的マネジメント支援を社会福祉士・保健師（看護師）・
主任介護支援専門員などの専門職員が連携して行います。

昨年10月１日から12月31日まで実施された赤い羽根共同募金運動に、たくさんのご協力をいただ
きました。皆さまからお寄せいただいた募金は、主に千種区内の地域福祉事業に役立てられます。

赤い羽根共同募金 13,946,503円
歳末たすけあい募金 1,292,224円

　　　合　計 15,238,727円

平成23年度　募金額
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～発達障がいって何？発達障がいを知ろう～

　地域で福祉活動に関わっている人たちの新たな交流の場をつくり、地域福祉
活動の活性化を図ることを目的に､『発達障がい』をテーマに１月21日(土)に 
“千種区の福祉を知ろう”を開催しました。
　当日は100名を越える多くの方が参加され、名古屋市発達障害者支援セン
ターりんくす名古屋の後藤さんに発達障がいについてわかりやすくお話しして
いただきました。参加されたみなさんからは『わかりやすい説明で発達障害を
理解するきっかけになった』『地域の一人としてどのようなサポートをすべき
か、どのように理解すればよいのか考えさせられた』などのご意見をいただく
ことができました。
　千種区を誰もが住みやすいまちにするため、自分たちにできることは何かを
考えるきっかけづくりになりました。

　平成24年２月25日（土）千種区役所講堂にて、各種団体に呼びかけ研修会を
開催しました。この研修会は、災害時に被災者からの困りごとを受付、ボラン
ティア希望者を被災者の元へ派遣するために設置される災害ボラン
ティアセンターについて知っていただくもので、実際にセンターを
設置し体験をしていただきました。高校生からシルバー層の方まで
幅広い世代の方が集まっていただき、最後に意見交換会も行いま
した。
　参加された多くの方からは､「センターの内容が理解できた｡」｢この
研修は毎年やってほしい｡」との貴重なご意見をいただきました｡

千種区の福祉を知ろう千種区の福祉を知ろう

実施項目⑤　地域福祉活動者の交流とネットワークづくりの推進

第2次地域福祉活動計画‶進捗状況"報告第2次地域福祉活動計画‶進捗状況"報告
～つながる・ひろがる・かよいあう～～つながる・ひろがる・かよいあう～

　千種区社会福祉協議会では、平成21年度から25年度において第2次地域福祉活動計画を進めています。これまで
取り組んできた項目の中で、特にみなさまに知っていただきたい内容をまとめました。今後も計画に基づいて進めて
いきますので、一緒に､「誰もが安心して生活できる」千種区をめざしていきませんか。みなさまのご意見・ご感想を
お待ちしています｡

千種区社会福祉協議会ＰＲチラシ千種区社会福祉協議会ＰＲチラシ

こんにちはこんにちは
実施項目①　福祉情報発信の充実

実施項目⑩　先駆的・開拓的ボランティア活動者発掘

千種区社会福祉協議会です千種区社会福祉協議会です

「ご存知ですか？ 災害ボランティアセンターを」「ご存知ですか？ 災害ボランティアセンターを」

が完成しました！が完成しました！

を開催しました！を開催しました！

　53号（2月号）では、区役所あじさいひろばに福祉情報コーナーが設置されたことをご報告させていただきました。こ
の福祉情報コーナーは、千種区社会福祉協議会第２次地域福祉活動計画の「福祉情報発信の充実」を検討するなかで、現
在千種区において区民の方が気軽に福祉情報を手に入れることが難しいと問題提起されたことがきっかけでした。
　今回の千種区社会福祉協議会PRチラシも同じように、「福祉情報発信の充実」を検討するなかで、区民の方に千種区
社会福祉協議会が知られていない、何をしているところかわかってもらえていない、また千種区社会福祉協議会が何をし
ているところかがわかりやすくなっているものがないという意見から、誰もが手に取りやすくわかりやすいチラシをつく
ることになりました。
　今回完成したチラシを見ていただければ、千種区社会福祉協議会の概要がよくわかると思います。区役所だけでなく、
もちろん千種区社会福祉協議会にも配架してありますので是非手に取ってください。
これから、このチラシを活用し、千種区社会福祉協議会をもっと区民の方に幅広くPRしていこうと考えています。
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地下鉄覚王山 地下鉄本山

田代本町2

田代小

〒

地下鉄東山線
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城山中

田代公園 見付小

田代郵便局

田代本通3日進通

市バス（田代本通）
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N
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山
崎
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地下鉄名城線

【応募方法】ハガキにクイズの答えと広報紙「はなみずきのまちだより」の感想をお書きく
ださい。住所・氏名・電話番号・年齢を明記のうえ千種区社会福祉協議会「社協クイズ」係
まで。締切は４月27日(金)とさせていただきます。

社会福祉法人　名古屋市千種区社会福祉協議会 （千種区在宅サービスセンター内）

〒464-0825／名古屋市千種区西崎町二丁目４番地の１

電話番号が増え、今までよりご利用に応じお電話いただけることになりました。

TEL 【代表】………………………………… 052-763-1531
 【ボランティアセンター】……………… 052-763-1536
 【千種区西部いきいき支援センター】 052-763-1530
 【認知症コールセンター】 …………… 052-763-1332
 【千種区介護保険事業所】…………… 052-763-7842
 【デイサービス】 ……………………… 052-763-1331
FAX 052-763-1547

ホームページ      　 http://www.chikusa-shakyo.jp

●公共交通機関のご案内 市バス 金山11号系統（金山-池下) •••••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 栄16号系統（栄-名古屋大学) •••••••••••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 名駅17号系統（名古屋駅-名古屋大学) •••••••••• 田代本通 下車徒歩5分
 千種巡回系統（地下鉄自由ヶ丘-地下鉄自由ヶ丘) •• 田代本通 下車徒歩5分

地下鉄 東山線「覚王山」4番出口  または  東山線・名城線「本山」4番出口 下車徒歩10分

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

駐車場がございませんので、
公共交通機関をご利用ください。

千種区
社会福祉
協議会

この広報紙は賛助会費を財源に作成しました。

社 協
しゃきょう

① ＬＰＯ　　② ＭＰＯ　　③ ＮＰＯ

☆正解者の中から抽選で１０名に記念品をプレゼントします。

Ｑ. 特定非営利活動法人は○○○法人と略されます。○○○にあてはまるものは何でしょうか？

ボランティア・ＮＰＯ応援助成ボランティア・ＮＰＯ応援助成

申請団体募集!!申請団体募集!!
対象団体　区内で活動するボランティアグループや特定非営利活動法人　
場　　所　地域福祉推進の視点から「誰もが安心して生活できる福祉のまちづくり～つながる･ひろがる

･かよいあう～」を目指す事業で、平成24年度中に、原則千種区内で実施するもの。
助成金額　総額100万円 １団体につき最高10万円
方　　法　６月15日(金)までに所定の申請書類を提出。その後、書類・プレゼンテーション等による

審査があります。助成時期は、７月下旬を予定。

詳しい内容は　千種区社会福祉協議会ボランティアセンター　電話７６３－１５３６

～赤い羽根共同募金配分金を活用した一般公募助成～～赤い羽根共同募金配分金を活用した一般公募助成～

●お問い合わせ先

皆さまからいただいた寄付金等は千種区の地域福祉の推進に活用させていただきます。
ありがとうございました。

「千種区の福祉に役立ててください」と善意の寄付をいただきました。

善意の小箱善意の小箱

＜平成24年1月24日～
　　　平成24年3月21日＞

●アピタ 千代田橋店様

(４)はなみずきのまちだより　第54号


